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Abstract The immature stages of Loepa katinka sakaei Inoue are described for the first time. 
The substitute food-plants are Ampelopsis brevipedunculata and Parthenocissus tricuspidata 
(Vitaceae). 
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日 本 産 の ヤマ マ ュ ガ 科 12 種 の な か で , これ まで ハグ ル マ ヤ ママ ュ Loepa katinka sakaei Inoue の 幼生 
期 の みか が 未知 で あっ た . 筆者 の 一 人 中 野 は 沖縄 島 の 国頭 村 与 那 に お いて 1992 年 5 月 23 日 の 灯火 (7 
ラッ クラ イト 十 白 色 蛍光 灯 ) 採集 で ハグ ル マ ヤ ママ テ ュ の 成虫 を 得 た . すぐ に 採卵 の 目的 で 小さ い 市 販 
の 虫 カ ゴ に 入れ て お いた と ころ 翌朝 27 卵 が 得 ら れ た . これ を 研究 室 の 25 で , 16L8D の 長 日 条件 の 飼育 
チャ ン バ ー で 飼育 し た の で , その 幼生 期 を 報告 する . 


Loepa katinka は レー ア 科 の Leea や ブドウ 科 の 種々 の 種類 を 食す る こと が 知ら れ て いた の で , miae 
の ブドウ 笠 植物 の 代表 的 な 属 , 種 に 対応 する 本 州 産 の ノブ ドウ Ampelopsis brevipedunculata, ヤブ ガラ 
ン Cayratia japonica, ツタ Parthenocissus tricuspidata, #857 V v Vitis vinifera の 4 種類 を 与え た と 
ころ , いずれ に も よく 食い 付い た . 2 齢 以後 は ノブ ドウ と ッ タ の 2 つの グル ー プ に 分 け て 飼育 し た が , そ 
の 後 も 両 植物 に お いて 順調 な 成育 を みた . 一 例 と し て ノブ ドウ に よる 飼育 経過 を 以下 に 示す . 

5 月 24 日 採卵 , 6 月 5 Ab, 6 月 9 日 2 齢 , 6 月 13 日 3 齢 , 6 月 17 日 4 齢 ,6 月 21 日 5 齢 , 6 月 28 


日 営 貢 , 7 月 18 日 1 羽化, 7 月 21 日 1 和子 羽 化 . しかし, 25 で , 16L8D. の 長 日 条件 で は 羽化 に 斉一 性 が 
な く , 7 月 18 日 か ら 9 月 5 日 の 長期 に 渡っ て , 羽化 が 観察 され た . 





幼虫 の 記載 


1 齢 幼虫 (Figs.1-3) : 体長 9 mm. 頭 部 黒色 , 前 胸 硬 皮 板 黒色 , 体 全体 が や や 淡い 黒色 で ある . 胸 脚 は 黒 
色 で 先端 に 近づく ほ と 色 が 淡く な る . 各 腹 脚 の 先端 部 は 黒色 で ある . 肛 上 板 と 尾 脚 後 縁 部 は 黒色 で , 各 
節 の 癌 起 も 全て 黒色 で ある . 


2 Wes (Figs. 4-5): 体長 15-17 mm. 頭 部 黒色 , 前 胸 硬 皮 板 黒色 , EMIS S Owes, 胸 脚 は 黒 
色 で 先 に 近づく ほど 色 が 淡く な る . AVIS AC, 先端 部 は 黒色 と な る . 肛 上 板 と 尾 脚 中 央 より 後 
BORE CH SO, 腹部 第 1 節 の 気 門下 部 に 黒色 の 半 円 盤 状 の 非常 に 大 き な 隆起 が ある . 5] ag 
起 が 淡い 黒色 で , 腹部 第 7-8 節 の 益 起 は 他 の も の より 大 きい , 気 門 は 黒褐色 で ある が , ほとん ど 目 立た 
な い . 胸部 第 2-3 節 の 気 門 上 部 癒 起 に は , 一 本 の 白色 の 長 刺 毛 を 生じ る . 
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Figs. 1-11. Larval stages of Loepa katinka sakaei Inoue. 
First-instar: 1, lateral and 2, dorsal views, 3, aggregation. Second-instar: 4, lateral 
and 5, dorsal views. Third-instar: 6, lateral and 7, dorsal views. Fourth-instar: 8 
and 10, lateral and 9, dorsal views. Fifth-instar: 11, dorsal view. 
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Figs.12-14. Larva and cocoon of Loepa katinka sakaei Inoue. 12. Fifth-instar larva, lateral 
view ; 13-14. Cocoon. 
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Fig.15. Pupa of Loepa katinka sakaei Inoue (a: ventral aspect; b: lateral aspect; c: 
dorsal aspect). Scale line=10 mm. 


3 齢 幼虫 (Figs. 6-7): 体長 22-24 mm. 2 lida c (x0 46 LVDS, 前 胸 硬 皮 板 が 黒褐色 と な り , 腹部 第 1 
節 の 気 門下 部 の 隆起 が さら に 大 きく な る . 黒 褐色 の 気 門 お よび 気 門下 部 交 起 が 目立つ よう に な る . ER, 
腹部 第 1 節 の 隆起 の 背後 方 基部 に 小さ な 白色 紋 , 腹部 第 2-7 節 の 気 門 線 か ら 気 門 上 線 に か け て , か すか 
に 白色 斜 条 が 現われ る . 


4 153789 (Figs. 8-10): 体長 40-45 mm. 頭 部 黒色 , 前 胸 硬 皮 板 黒褐色 , 体 は 透明 感 の な い 黒 ずん だ 棒 色 
T, 個体 に よっ て は 褐色 が 強く 現われ る . 胸 脚 は 黒色 . 腹 脚 は 中 央 部 に 淡い 黒色 絞 が あり 先端 が 黒色 で 
ある . 体 表 面 に 多数 の 長短 の ある 刺 毛 が 目 立つ よう に な る . 3 齢 時 に み ら れ た 各 腹 節 の 白色 斜 条 は 太く 
な り , その 内 側 に 二 つ の 褐色 紋 が 並ぶ . 腹部 第 1 節 の 隆起 は 頭 部 と ほぼ 同じ 大 き さ に な る . 肛 上 板 , お 
よび 尾 脚 の 黒色 紋 が や や 薄く な る . 胸部 第 1-3 Bi, 腹部 第 1 節 の 気 門下 部 より 腹 側 に は 肌色 の 刺 毛 が 密 
生 す る . 亜 背 部 , 気 門 上 部 , 気 門 下部 の 各 益 起 が 目立つ よう に な る が , な か で も ゃ 気 門下 部 癒 起 は 黒褐色 
で 特に 目立つ . 


5 齢 幼虫 (Figs. 11-12) : 体長 57-60 mm, 頭 幅 5 mm, 頭 部 黒色 . 気 門 は 黒色 で 長 椿 円 形 で ある . 腹部 第 
8 節 の 気 門 は 他 の 気 門 よ り 大 きい . 胸 脚 は 黒褐色 . 腹 脚 は 中 央 部 に 淡い 黒色 紋 が あり 先端 が 黒色 で , そ 
の 周り が 暗 棒 色 と な る . 4 対 の 腹 脚 は よく 発達 し て いる . 若 齢 幼虫 時 に 見 られ た 肛 上 板 と 尾 脚 の 黒色 部 
分 は 淡い 黒褐色 と な り , 周り が 暗 樽 色 と な る . 体 色 は 気 門 部 より 背 側 と 腹 脚 は 暗 褐色 と な る . 気 門 部 よ 
り 腹 側 は 肌色 で , 胸部 第 1-3 Rb, 腹部 第 1 節 の 気 門下 部 より 腹 側 は 特に 白く な る . 腹部 第 1 節 の 気 門下 
部 が 半 円 盤 状 に 真横 に 大 きく 隆起 し 突出 する . この 隆起 は 頭 部 と ほほ 同じ 大 き さ で 黒色 , 表面 に は 長短 
の 黒色 の 刺 毛 を 生じ る . 体 表面 に は 多数 の 長短 の ある 刺 毛 を 密生 する が , 特に 胸部 第 1-3 節 , 腹部 第 1- 
2 節 の 気 門下 部 より 腹面 に か け て 肌色 の 長 刺 毛 を 密生 する . 気 門下 部 部 起 は 黒色 で , その 周辺 が 斜 条 に 
WERE LR. 気 門 上 部 郊 起 , SMITE EAS, 亜 背部 冶 起 は 腹部 第 5 節 の 当たり か ら 和 人 徐々 に 
黒色 を 帯び は じ め , 腹部 第 8-9 RICHES RBA LISD, 各 癒 起 の 先端 か ら は 10 本 前 後 の 太く 短い 
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REEDEL 1-3 本 の 長 刺 毛 を 生じ る . 腹部 第 1 節 の 大 き な 隆 起 の 基部 に 丸い 大 き な 白 色 紋 , 腹部 第 
2-7 節 の 気 門下 城 と 気 門 上 域 の 斜め 後方 に 細長 い 大 き な 白 色 絞 が 並び , 腹部 第 8 節 の 気 門 や や 斜め 上 に 
小さ な 白色 紋 が あら われ る . 


1 齢 幼虫 時 に は 集合 性 が み ら れ る . 4 齢 幼虫 より 腹 脚 と 尾 脚 で 体 を 固定 し 頭 部 の ほう を 反 ら す よう に し 
て 静止 する よう に な る . 5 人 齢 幼虫 の 刺 毛 が 皮膚 に 触れ る と 痛み を 感じ , 少し 腫れ る こと が ある . 


台湾 産 の 別 亜 種 Loepba katinka formosensis Mell と 比較 する と, 台 浴 産 は 日 本 産 に 比べ て 体 色 が 黒 っ ぽ 
く 気 門 上 部 に 赤い 線 が 現われ る こと で 区 別 で きる . また 白色 紋 は 日 本 産 は 細長 い の に 対し て , BRE 
より 大 き な 三 角形 で ある . この 様 に これ ら の 2 亜 種 の 間 に は 形態 的 に 大 き な 違 い が あ る . 
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体長 28 mm. 幅 10 mm. 体形 は 紡 鐘 形 で 体 色 は 褐色 . 腹部 は 黄 褐 色 で ある . 触角 は 太く 短く 腹 線 に 達し 
な い . 前 胸 育 面 に は 育 部 中 央 が 強く 隆起 し た シン が ある . 前 期 は 前 縁 部 が 幅広 く 腹 線 に 相 接し , 後 次 は 
前 期 後 勾 に 治っ て わずか に 外部 か ら 認め られ る . また 前 後 凌 共に 後 縁 部 が 腹部 第 4 節 の 後 縁 近 くに 達 す 
5. 気 門 は 大 きく よく 目立つ が , 腹部 第 8 節 の も の は 他 の 気 門 と 比較 する と や や 小さ い , SAITH BIT 
微 刺 毛 を 生ずる が 肉眼 で は 確認 で き な い , また 尾 端 に 18 本 の 釣 爪 状 の 毛 を 生ずる . 


HOERA (Fig.14) と 茶色 (Fig. 13) の 2 種類 が あり , 中 に は 白 と 茶色 の まだ ら 模 様 の も の も ある . 
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Summary 


Twelve species of the family Saturniidae occur in Japan. The life history of Loepa katinka sakaei 
Inoue has remained unknown to date. On 23rd May 1992, one of us (H. Nakano) was able to 
collect a living female at light trap in Yona, Okinawa-jima L, the Ryukyus, and succeeded to 
obtain 27 eggs the next morning. They were reared by co-author (Y. Arita) in Nagoya on the 
substitute foods, Ampelopsis brevipedunculata and Parthenocissus tricuspidata. In addition the 
other two species of Vitaceae, Cayratia japonica and Vitis vinifera were well bit by first-instar 
larva. 


First-instar larva (Figs. 1-3): Body length 9 mm. The head black, body pale black. 


Second-instar larva (Figs. 4-5): Body length 15-17 mm. The head black. Prothoracic shield 
black. Thorax and abdomen vivid orange. The large black semicircular projection just below 
spiracle of 1st abdominal segment is very prominent. 


Third-instar larva (Figs. 6-7): Body length 22-24 mm. Similar to second-instar larva, but spira- 
cles are much darker than those of 2nd-instar and a white spot just above spiracle of 1st abdominal 
segment appears. 
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Fourth-instar larva (Figs. 8-10): Body length 40-45 mm. The head and prothoracic shield black. 
Body dull orange. A large oblique white spot on 2nd-7th abdominal seg- ments respectively. 


Fifth-instar larva (Figs.11-12): Body length 57-60 mm. Head width 5mm. The head and 
oblong spiracles black. The large black semicircular projection with black setae just below 
spiracle of 1st abdominal segment as large as width of head and prominently produced laterally. 
Subdorsal tubercles and subspiracle tubercles are blackish orange. A large oblique white spot on 
2nd-7th abdominal segments respectively and a very small white spot just above 8th abdominal 
spiracle. 


(Accepted April 26, 1993) 
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